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日本レクリエーション学会会員研究目録

{昭和 46・47年度】

レクリェーション学会、研究会以外で発表

された(前号掲載分以外の}ものです。
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研究発表 P

研同研究者究者(含)共 研 究 ア ー .マ 掲載資書料名名、発
表した など

服部洋 子 管理、専研究門職階層、主婦の余暇とスポーツに B本体育学会
(武井洋子、 関する 第 22回大会号

福永峯子)

青木泰三 野外R活動の現状必守同与 と課題 B本体育学大会会
(大阪府立大学) (WV活動一大 クラブ活動の遭難事故調査 第23回 大 号

から)

塩谷宗雄他 殿場レクリエーションの実施学研とその影響に関 東海大学出版会刊
(大正大学) する調査研究{文部省の科 究費による)

近藤公夫 前飛鳥時代の遺跡の濠境整備に関する研究.(2) 日本造歯学鍋栢4開捧震桧
(奈良女子大学)

n n (ll n 

n 都市部公園緑科地研総モデルデザインの研究 単行報告書
( 文 省 合研究}

n 
福井文部県一省科乗谷学実研跡の来訪者実態K関する研究 単行報告書
(究〕

M 能登地域統合計画調査 単行報告書(石川県)

n 若狭地域統合計画調査 単行報告書(福井県)

n 自然環境レクリエーション容量の研究 単行報告書(近畿地区】

n 緑道、生活道路の利用実態の研究 単行報告書(大阪府)

n 尼崎市内自然緑地修景計画 単行報告書(尼崎市)

n 堺市街路環境緑化の研究 単行報告書(堺市)

n 緑地環境から見た都市の適正規模 臼本都市学会研究発表

西山 勝次
体社育会社学会学的体研究の方法慌論の立場 日本体育学会大阪支部

(大阪産業大学) ー 育学研究 体育学研究論文必11 

志水瑛子 都市住民における余暇生活の実態と志向につ 家政学雑誌B本家政学会
(奈良女子大卒) いての調査研究

進 士五 十八 公園設計に関する基礎的研究 日本造菌学会春季大会研

。買京農業大学) F 特I'C児童公園の施設配置について 究発表要旨

n 自然公園における収容カに関する研究 環境庁報告書

江頃京山農業正大学美) 

進 士五 十八 こどものあそびば.シピルミニマム ミニマム研究会実践
一遊びば計画の立場から、あそびばの標準ス
クールI'C関しての提案記録レポート
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〈紀要〉

研同究研者究者(含)共 研 究 テ 『司F 掲載した資書料名名、 発
表 など

発表年月日

服成部撲 洋子
( 大学)

ポーランド舞踊の民族的表現 成際大学一般研究報告 47年 12月 12日

垣内芳 子 グループ・ワーク・レタリエー・ン宮ン・ワー
F 日本社2会0集事業大学紀要 47年 11月 25日

(日本社会事業大学) クの理論を基盤としての一考察

2正金需47ーム指導法の一考察 東海大学紀要体育学部 4 8年 3月 15日
SR による実験を中心に 第 2輯

塩谷宗雄他 職場におけるレクリエーショ Y(体操・軽ス 東海大学部第記要1輯 4 5年
ポーツなど】の実施とその影響K関する研究 体育学部

H 職場体育の研究方法 H n 

西山勝 次φ スキーの社会的効用Kついて その 1 大阪基督教短大紀要 4 7年

n n その 2 大紀阪要成投践稿女中子短大
48年

n スキーの社会学的検討 大阪産業大学紀要投稿中 48年

(共・研〕

ゐ争〈桃威暗山主学汝院刊大号E〉L〉) 

氷長((桃桃谷山山川谷学学院院修峯大大一)郎男) 

t浦位F阪置井車工3業3耳良大太品学郎} 大

志水峡 子 都市住民の余暇生活に関する研究
家(政奈学良研女究子大学)投稿中

藤(奈良井女子彰大卒子) 

エ 宅義信 スー寒h冷レス要因の条件とその適応、K関する研究 尽自都然科女学子大論学集第4号
4 7年 3月

(京都女子大学)
、暑熱刺激に対する反応Kついてー

H ストレス要因の条{牛とその適し応に関する研究
京自都然女科学子大論学集第5号

48年 3月
一寒冷等をストレッサ』と てー

越 智 三玉他 説教育改革に関する、体育学的、未来学的 東海大学(第紀要 学生生活 46年 7月

(東海短大〉 研究所 1輯1

n n ( n報) H (第2輯) 47年 6月 30日

越智三 王 他 職場にお等るレクリエ -VaYの(体操・軽 東海大学(体育学部)紀 4 6年 3月

塩谷宗雄
スポーツ )実施とその影響に関する研究 要

松延陽 一 クラブ活動を中心とする課外活動の研究 福岡大学体育学研究 46年 3月 31 B 
〈福岡大学)

H 課外体育の研究f大 福岡大学体育学研究 48年 3月

AAHPERの 学の 1MJの提夢とその考 3-12 
察
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〈雑誌・その他〉

研究者者(含)共
同研究

研 究 ア "'" 
掲載資料書名名、発
表した など

発表年月日

前野淳 一 郎 観光開発への反省と課題、実践過程における 観 光 4 5年7月

{只ペースコyサIt- 問題点
タ:/，y鞠)
H 地域の環境開発と広域レクリエーシヨンスペー ランドスクープ 4 0年 3月

ス

H 観光開発輪へのアプローチ 観 光 47年3月
観光開発tc"発想の転換"を

H 余暇開発とマークティ Y グ、レジャー・コン マークティングと広告 47年8月 2年間

ピナートへの展望

H ~、3、} 国 百科年鑑(平凡社) 4 8年3月

佐。冨島瀬中央一高校夫) 
福島県内のレクリエーション行事分析 レクリエーション 4 7年9月

青木 泰三 生涯教育とレクリエーション 動労青年教育 4 7年3月
(大阪府教委】

n 余暇とレ・クリエーション 少年補導 4 7年 3月
(大阪少年補導協会)

H 高校登山の事故防止 体育科教育 4 7年 10月

垣内 芳子 老人のための体操 くらしの友 46年 3月

H 現代骨子の身体の発達をはばむもの 教育ノート 4 6年 10月

H 老人の体操 明るい暮し 4 6年 11月

H みんなで仲よく戸外で静まう 毎日小学生新聞 48年 1月

H 正月の遊びと子ども 阜稲田学報 47年 1月

H 子どもと遊び 東京の子ども 4 8年3月

山崎 進 レクリエーショングッズの需用と販売 流通新聞 4 6年8月

(相模女子大学)
子どものよろとぶホームメードの正月の遊び 日経ショッピング 47年 1月" 

H フアミ自ーライフサイクJレとレクリエーショ レクリエージョン 4 7年 10月
ンの意義

11 余暇の善用(週休二日制とレク〉 家庭科学 5 7集

寺岡一郎 余蝦活動指導者のイメージの実体調査アンク 府青民少年の大阪及び 48年8月

(大阪ユ.-Aiル協uぇ会テ) ート スポーツ 48年 7月

H 青少年野外題旅行活動施設の質的、量的変化と 大阪ユースホステル協会 48年 3月
今日的課 時報

金崎 良三 バレーポール・ブームK関する一考察 4 8年 1月

(九州大学) ー全日本男子テームの熱狂的ファンを対象1'(- バレーポール

進士 五十 八 自然要素の評価による自然地域の保護と利用 国立公園275号 4 7年 10月
計画手法についてのクーススタディ

松延陽一 絞内スポーッの運営と審判のために 体育科教育 12月号 4 7年 12月

鈴(福木島大勝学)衛
レクリエーション団体の現状とその問題点 体育時報 .( 5年9月

佐瀬 一夫

近藤公夫 地球環境tcir-ける OUz輪廻の変化tc関する研究 遊園雑誌 48年3月

マ津昔動美学?
レク 9エーション論 女子体育 4 5年 12月
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服部洋子l勤 労婦人の余暇ーッ ヒ竺 4 7年 11月

〈著 書〉

研究者(含共
研 究 テ同研究者)

て才 掲載した資料書名、 発
表 名など

発表年月日

瀬正同志口社大学彰】
レジャーに対する要求性向 同志社保健体育 4 7年 3月

塩谷宗緩 1. 職場体育研究の現状と将来 現代体育学研究法 4 7年 3月

2. 労働形態と体格に関する研究 11 11 

近藤公夫 環境修景論 単行図書(地球社) 48年 4月

松延陽一 クラフ・活動と校内スポーツ 券流社 48年 6月 20日
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